
研 修 参 加 報 告 書 

 

平成 31 年１月９日 

 

会 派 名 リフォームの会 

会派代表者 中 野 裕 二 

（参加者：山 登志浩） 

研修参加の結果について、次のとおり報告します。 

 

年 月 日 平成 30 年 12 月 26 日（水曜日） 

研修時間 13 時 30 分～16 時 00 分 

研修場所 ウィルあいち ウィルホール（名古屋市東区） 

研修内容 

子どもが輝く未来に向けたシンポジウム 

～「子どもの貧困」について何ができるのか、一緒に考えてみません

か～ 

（主催：愛知県） 
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■目的 

 昨年度に続いて愛知県が主催するシンポジウムに参加して、子どもの貧困対策に

ついて、最新の動向を把握する。民間団体や他自治体の先進事例に学び、江南市に

ふさわしい事業の実施を提案していきたい。 

■内容 

（青砥恭氏の基調講演） 

公教育の役割の一つは社会統合を進めることにある。しかし、公教育が格差を再

生産し続けており、その結果、自分の周辺にしか興味がない子ども、社会に関心を

失う若者を生み出している。また、家庭の経済力による教育格差を容認する人の割

合が年々増加している（朝日新聞とベネッセの共同調査）。 

過度の競争から排除された子どもは、学校に居場所がない。そこで昨今、様々な

困難を抱えた子どもを対象とした学習支援教室が、全国的な広がりを見せている。

そこは、彼らにとっての居場所であり、再び教育ネットワークへと包摂する場でも

ある。また、そこでじっくり話を聞いてくれる大人の存在が、彼らの社会への信頼

感の獲得につながる。 

学習支援等の事業を継続させるには、行政と民間のネットワークづくりが大切で

ある。一方で、自治体の公的責任で、若者の自立を保障する「やり直し・学び直し

のシステム」の構築を行うべきだ。 

 

（パネルディスカッション） 

○ 子ども食堂について 

・ 食の自立支援であり、生きる力を育む場でもある。 

・ 信頼できる大人との出会いが期待できる。大学生がいたら、子どもにとって

のロールモデルになるだろう。 

・ こっそりと「子ども食堂に一緒に行こう！」と誘う。首を突っ込んで、子ど

も食堂につなぐ支援を。 

・ 案内チラシにスタッフの顔写真を掲載するといった工夫で、子ども食堂への

親しみや信頼感が増す。 



■所感 

子どもの貧困対策法の成立から５年以上が経過した。国や自治体によって様々な

事業が展開されているが、今後は当事者に寄り添った、効果的な事業展開が求めら

れる。 

学習支援についても、単に教室を開設するだけでなく、学ぶ意欲をどのように高

めるのかが問われる。また、家族以外の大人とふれあうとともに、食育の機会（子

ども食堂）を提供することが求められるだろう。 

 そのためには、人材の確保が喫緊の課題だ。地域で社会貢献したいと思う人々は

決して少なくないと思う。彼らの協力を得るには、行政・政治が本気で貧困対策に

取り組むという意思を示すしかないだろう。 

 また、これまでの貧困対策は、ほとんどが、中学校卒業までの子どもを対象とし

た事業であった。しかし、高校中退者数の多さから明らかなように、社会で孤立し

て居場所がない若者への支援策の拡充も検討していかなければならないだろう。 

 


